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126  （29）
埼玉県診療放射線技師会での手続きに不備があり、会誌 2015 年 1 月号に本演題の抄録が収載されませんでした。

関係各位には多大なるご迷惑をおかけいたしましたこと、深くお詫び申し上げます。

1 ．目的
　当院はリニアックに搭載された FPD（フラッ
トパネルディテクター）と画像取得用線質を用い
て撮影した画像と、RTPS（治療計画用コン
ピュータ）より作成されたDRR画像（再構成画
像）とで、照射部位の照合を行っている。
　その際、DRR画像より FPD画像の照射野範囲
が狭く表示される傾向が見られる。
　この現象の原因について検証したので報告する。

2 ．方法
　被写体の厚さと、照射野の変更によって起こる
FPDへの到達線量や SID の違いによる半影の変
化が、画像における照射野辺縁の表示濃度に影響
すると考え、以下の方法で検証する。

2-1 標準測定法の実照射野の確認
2-2 固形ファントム厚と照射野の変化による辺縁
差の計測
2-3 治療線質と IBL とのフィルムによる辺縁差の
計測

3 ．結果
3-1 治療線質、IBL ともに撮影したフィルムを解
析した結果、一端に 2mmを超える様な有意な差
異は発生しなかった。

3-2 被写体の厚さを変更し、照射野辺縁の差異を
測定した。
　しかし、測定誤差の範疇を超える差異は見受け
られず、図 1は平坦なものとなった。
　また、照射野形状を変更し、照射野辺縁の差異
を測定した。
　FPD表示の最大値（24 × 24）では両端合わせ
てX軸上に約 5mm、Y軸上に約 6mmの差異を
確認でき、図 2は指数関数的に増加した。

3-3 方法 2-2 において最も差異の大きかった条件
でのフィルム撮影を行った。
　IBL 使用時の写真において両端合わせてX軸
で 5mm、Y軸で 3mmの差異が確認された。
　治療線質使用時に有意差は見られなかった。

図 1：結果 3-2 被写体圧の変更

図 2：結果 3-2 照射野形状の変更
表 1：結果 3-3 測定結果

4 ．考察
　以上の結果より、照射野欠損がMLC等の機器
の故障や体厚の変化によるものではなく、照射野
の形状に依存するものであり、治療線質には同様
の差異が発生しないことが確認できた。
　IBL にのみこの様な差異が発生するのは、方法
2-3 にて撮影した写真からも見て取れる照射野中
心に凸な線量分布によって、照射野が広がるにつ
れ、照射野辺縁の線量が急勾配に低下していくた
めと推測する。
5 ．結語
　IBL はMVでありながら診断領域に近い低エ
ネルギー線質を取り出し、かつ散乱線を低減させ
る。その機序がこのような差異を発生させた。
　しかし、治療線質では同様の差異が見られない
ことから、IBL の特性を理解した上で画像照合を
行い、より安全な放射線治療を遂行していくこと
が肝要であると考える。
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